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第Ⅰ章　森林資源の循環利用を担う木材産業

　森林資源の循環利用を推進していくためには、木
材を生産する林業や、木材製品の消費者・実需者だ
けでなく、木材を木材製品に加工し流通させる木材
産業の存在が不可欠である。
　以下では、森林資源の循環利用の意義と木材産業
の役割を整理した上で、我が国の木材産業の概要に
ついて主要業種別に記述する。

（１）森林資源と木材利用をつなぐ木材産業

（ア）森林資源の循環利用
　木材は、先人たちが植えて育てた森林から収穫（伐
採）し、建築用材等として利用することによって、
その販売収益を用いて伐採跡地に次の森林を植えて
育てることができ、さらに将来の世代がその森林か
ら木材を収穫（伐採）し利用することができる。この
「植える→育てる→使う→植える」というサイクル

（森林資源の循環利用）を推進することで、適切な森
林整備が確保されるとともに、将来にわたる木材の
利用が可能となる（資料Ⅰ－１）。
　このように森林資源を循環利用する中で森林整備
を着実に進めることによって、健全な森林の造成・
育成が図られ、国土の保全、水源の涵養、地球温暖
化の防止など、森林の有する多面的機能が持続的に
発揮される。特に、高齢の人工林は、適時適切に伐
採して跡地に再び植栽を行うことで、森林の「若返
り」と齢級構成の平準化＊1を図ることができる。
　一方、建築用材等として木材を利用することは、
快適で健康的な住環境等の形成に寄与するだけでな
く、森林という再生可能な資源の有効利用であると
ともに、木質ボード等としての再利用や最終段階で
の燃料としての利用（カスケード利用）も可能とす
る。また、木材は住宅や家具等に利用されることで、
炭素を貯蔵する「第２の森林」としての役割を果た
し、さらに、エネルギーを多く消費して製造された

１．森林資源の循環利用と木材産業

森林資源の循環利用（イメージ）資料Ⅰ－1

＊1  齢級（森林の林齢を５年の幅でくくった単位）ごとの面積の差を小さくすること。将来にわたる森林の二酸化炭素吸収作用の保全
及び強化、木材の安定供給など森林の多面的機能の発揮や、持続的な森林経営の推進等に資する。
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流山市と縁がある地域の木材を使う
森林の木々は二酸化炭素を吸収し炭素として樹体
内に貯蔵しますが、木材となっても炭素は貯蔵さ
れたままのため、木造の建物は「都市の森」と呼
ばれます。流山市立おおぐろの森中学校は、学習
の場としてふさわしい豊かな環境を整備するため、
温かみのある木質空間・木造校舎を実現しました。
全体で3,500㎥の木材が使用されており、「都市の
森」としてのCO²固定量はおよそ957t（家庭で排
出される 1年間のCO²のおよそ1,000軒分）となり
ます。 国内最大規模の準耐火木造校舎であり、県
内の木材産業の活性化に貢献し、生徒の社会学習
の材料として活用することも目指しています。
おおぐろの森中学校で使われている材料はほとんど
が国産材で、そのなかでも流山市と縁のある地域の
ものを使っています。
ヒノキは主に栃木県塩谷・矢板・日光地区の原木を
扱う共販所から集材しました。利根川水系、また利
根川とつながる鬼怒川・渡良瀬川水系の木材を利用
することで、流山市に接する江戸川の上流にあたる
地域の木材を使うことを実践しています。
LVL（単板積層材）構造材の原木には県産材のスギと、
流山市の姉妹都市である長野県信濃町産のカラマツ
が使われ、木更津市の工場でつくられました。またイ
ンテリアには、マテバシイの家具や流山市の姉妹都市
である石川県能登町のヒバを床材として使用してい
ます。外壁や床に使われているCLT（直交集成板）は
愛媛近県のヒノキ材です。製材工場は、木材の端材を
燃料としたクリーンエネルギーにより稼働しています。 伐採の様子 CLT 植樹の様子

木造化で森林を保全する

（政府広報オンラインより）現状 バランスのとれた状態（平成26年度 森林・林業白書 第 I 章 森林資源の循環利用を担う木材産業 より）

我が国は、 国土の67%を森林が占めています。その
40%は建築への利用を想定し造林が行われた人工
林です。しかし、木材利用として主伐される品は現
状で全体の40%にとどまっています。樹齢50年以
上の樹木は人工林の50%を占め、 再造林を図る時期

にさしかかっています。 
建築を木造でつくることは内装だけを木質化するの
に比べ10倍の木材が使用されます。消費量を増やす
ことは、 「少子高齢化した森林」を「バランスの取
れた森林」へと促すことになり、 森林の多面的機能

を保持することにつながります。SDGs（持続可能
な開発目標）では、循環共生型社会の構築に向けた
目標が示されており、 木材活用による森林保全の推
進は、 気候変動や環境資源の目標達成に大きく寄与
します。

国土交通省 関東地方整備局 利根川ダム統合管理事務所
ホームページの図をもとに日本設計作成
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私たちのマテリアリティ 

個々の技術と知恵と発想を統合し、みんなで実現していく

Vision 未来価値の共創

Mission ひとを思い、自然を敬い、未来を想う

Spirit 真のプロフェッショナル集団

PHILOSOPHYPHILOSOPHY

流山市と日本設計で推進するSDGsへの取り組み

流山市立おおぐろの森中学校で日本設計が目指すもの
～ＳＤＧｓ達成へ向けたアクション

木と寄り添う「ニューノーマル」

●木の快適性・機能性など効能（性能）の見える化と活用
●構法等の開発による新たな木質空間の創出

●市民見学会や生徒への木材利用の情報発信など
　新たな日常にもマッチした木育の推進

●教員室、職員室での木材利用の推進による
　人にやさしい職場づくり

●社会的背景やストーリーを重視する消費者層のニーズに
　合わせた、機能性の高い木質空間創出・木製品の開発

木造建築や木製品の市場が拡大する社会

●木材のカスケード利用、バイオマス利用など
　クリーンエネルギーを用いる工場でのCLTの製作

●設計・監理段階で、合法伐採木材の利用促進を確認

●優れたウッドデザインの建築物・商品利用を促進し
　温暖化を防止
●木材利用、木質化による二酸化炭素固定の促進

●「木を使うこと」の本質を理解し、木材利用の価値を伝える。
　業種を超えた連携モデルの構築

地方が活性化・自立した社会

●国産材利用、地域の森林資源活用で地域を豊かにし、
　雇用を生み出すビジネスモデルの構築

●地域の森林資源を活用した製品開発、マテリアル利用
　など技術革新の推進
●CLT床版、遮音性確保

●循環する森林資源の活用による持続可能な地域、街、コミュ　
　ニティーづくり

●発注者、設計者、施工者、生産者をつなぎ連携・
　協業の促進

国土の保全、水資源や生物多様性が維持される社会

●再造林を確認し森林の手入れが進むことによる
　山地災害の防止

●持続的な森林経営による炭素貯蔵を確認

●国産材利用と森林保全による水源涵養、
　豊かな水資源の維持

●脱プラスティック、上流域での持続可能な森林経営によ
　る　「森は海の恋人」の推進

●木材利用の新たな展開による継続的・発展的な
　国産材利用と森林保全

SDGsの達成に向けたグローバルな取組みが急速に展開
しています。流山市が目指す「都心から一番近い森の
まち」や、基本理念のひとつである「市民・都市・コミュ
ニティが健康なまちづくり」、まちづくりの基本政策も、
SDGsの達成に寄与するものです。日本設計は「人を思い、
自然を敬い、未来を想う」を創造の理念に、これから
の国際社会が求めることの本質を見極めます。
流山市と日本設計は、おおぐろの森中学校の木造化を
通して、未来価値の共創に取り組み、すべての人が豊
かな可能性を実現できる社会づくりに、より一層努め
ます。

日本設計のマテリアリティ



流山市立おおぐろの森中学校

配置図

体育館構造フレーム

おおぐろの森中学校
（2022年4月開校）
おおぐろの森中学校
（2022年4月開校）テニス

コート
テニス
コート

美術館美術館

都市軸道路
（拡幅工事中）
都市軸道路
（拡幅工事中）

苺農園苺農園

グラウンドグラウンド

おおぐろの森小学校
（2021年4月開校）
おおぐろの森小学校
（2021年4月開校）

◀◀

N

正門正門

大畔地区は江戸川の谷戸に面する台地の縁に位置し、谷戸の名残である北面の低地部は「おおぐろの森」と呼ばれ、ホタ
ルの里としても知られる自然豊かな場所です。 「流山市立おおぐろの森中学校」は、2021 年に竣工した流山市立おおぐろ
の森小学校と共通して「高台の緑に溶け込む　森の中の木の学び舎」がコンセプトです。
おおぐろの森中学校は、流山の原風景であるおおぐろの森の木立を小中学校から見渡せ、東に面する農地に日影を落とさ
ない配置計画です。小・中学校の中央を通る「緑の学び道」は、隣接する「森の美術館」へ続いています。 

都 心 か ら 一 番 近 い 森 の ま ち の 木 造 校 舎 群



スギ原木

流山市立おおぐろの森中学校

１階平面図

梁・束：岩手県産カラマツ集成材

体育館内観

バスケットボールメインコート
バスケットボールサブコート
バレーボールメインコート
バレーボールサブコート
バドミントンメインコート

防災倉庫 体育倉庫

ホワイエ1

受水槽・消火ポンプ室

ステージ

メインアリーナ

校舎中央に位置する体育館は木造の格子梁による、高さ 9.5 ｍのダイナミックな空間です。

コートは 27 ｍ× 34 ｍ、ステージは 5ｍ× 18 ｍの大きさです。

バスケットボールコートが２面、バレーボールコートが２面、バドミントンコートが６面取れます。

体 育 館

床：ヨーロピアンメープル



流山市立おおぐろの森中学校

プール内観

プール内観

プールの水は消防水利や災害用マンホールトイレの水源を兼ね、防災型水泳プールとなっています。

プールは 25 ｍ× 13 ｍで 6コースあり、水深は 1.1 ～ 1.3 ｍです。

ろ過設備は、珪藻土ろ過方式です。珪藻土ろ過方式は、ほかの方式に比べて、よりろ過の精度が高く安全です。

プ ー ル



流山市立おおぐろの森中学校

普通教室

普通教室

市松状面格子壁

普通教室

普通教室

特別支援保健室

ハイサイドライト
太陽集熱
（冬期のみ）軒やバルコニー

による日射遮蔽

ウィンドキャッチャー
による自然換気 外気取込

普通教室（西棟１）

普通教室がある 3階建て西棟１では、柱は千葉県産のスギ材、梁は流山市の姉妹都市、長野県信濃町産のカラマツ材が使

用され、いずれも木更津市の工場で生産された千葉県産材 LVL（Laminated Veneer Lumber）です。

天井現しの床材は国産ヒノキの CLT（Cross Laminated Timber：直交集成板）でつくられています。

西棟１では、廊下側に市松状の耐力壁（地震や風などに抵抗する能力をもつ壁）を集中して配置することで、グラウンド

側は窓が連続する明るい教室を実現しました。

普 通 教 室 （ 西 棟 １ ）

市松状面格子壁 建方写真西棟外観

西棟１断面パース

梁：長野県信濃町産カラマツ LVL

柱：千葉県産スギ LVL
壁パネル：長野県信濃町産カラマツ LVL

天井：愛媛県産ヒノキ CLT

床：カバ材



流山市立おおぐろの森中学校

スギ原木

ホ ー ル
樹状の架構による木造空間のホールは平場のスペースと階段状の設えをあわせもつ、生徒たちの発表や交流の場です。

正面の電動スクリーンにプロジェクターで映像を投影したり、音響設備も備えています。小学校側に設けることで小中学

校の連携教育も実践できます。調理室と隣接して配置し、ランチルームとしても活用可能です。

ホールの外壁は国産ヒノキの CLT（Cross Laminated Timber：直交集成板）により、木質感あふれる建物となっています。

方杖：栃木・福島県産ヒノキ製材

床：石川県能登町産ヒバ材

外壁：愛媛県産ヒノキ CLT

梁：長野県信濃町産カラマツ LVL



流山市立おおぐろの森中学校

主に特別教室などを配置した 2階建ての東棟は、アクティブラーニング（学び、協働、対話、製作、発表）を実践する建

築計画となっています。図書室を中心にメディア・サイエンスゾーンとアートゾーンをつくり分野を横断した授業を行う

ことができます。アクティブラーニングルームの机や椅子はグループ学習に対応しています。

図 書 室 ・ ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ ル ー ム

図書室

アクティブラーニング室

柱・梁：信濃町産カラマツ LVL

床：カバ材

梁：信濃町産カラマツ LVL



流山市立おおぐろの森中学校

スギ原木

特別教室などへの移動を楽しい時間にすることをコンセプトに、校舎内の階段はそれぞれ個性豊かな特徴あるデザインと

しています。木材の特徴を活かしたデザインや、光や風が通り抜ける明るく柔らかいデザインなどによって、移動時にリ

フレッシュできる空間をつくっています。

教 室 移 動 を 楽 し い 時 間 に す る  個 性 豊 か な 階 段

東棟　階段

ホール　階段

接続棟１・２　階段

東棟　階段

手摺壁：薄板ヒノキ CLT

踏板：タモ集成材

構造：フラットバー（平鋼）

手摺壁：愛媛県産ヒノキ CLT

踏板：愛媛県産ヒノキ CLT

踏板：タモ集成材

踏板：愛媛県産ヒノキ CLT




